
　活動内容
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　活動効果、今後の展開　等

活動の場所

生物多様性を育む、地域密着型建築の新たなかたちを目指して

　活動目的

株式会社　菅組 自然と寄り添う

　PRしたいポイント

1．地域とつながる持続可能な建築：地域材の活用や在来種を守る活動など、地域資源を大切にした持続可能な建築を推進します。
2．自然を守り育てる取り組み：「大黒柱伐採ツアー」や「鎮守の森プロジェクト」など、森と自然との共生を体験できるユニークな活動を展開
しています。
3．社員と地域が一体となる活動：社員によるボランティア活動「菅組感謝の森」や、環境意識を高める取り組みを通じ、企業と地域が一体と
なって自然を守る活動を行っています。

○地域のステークホルダーやサプライチェーンとの対話・連携を大切に、建築業にできる生態系ネットワークの強化に貢献します。
○生物多様性の保全と持続可能な建築事業の実効性を実証し、さらなる進化を目指します。

自社敷地（事務所、工場等）、お取引先敷地、
住宅地、郊外、里山や国有林など

■環境共生建築
菅組は、地域の生態系を守るため、環境負荷を抑えた建築・土木事業を推進します。国産材や県産材、フェアウッド
の利用を進め、違法伐採木材の排除を徹底する木材デューデリジェンスにも取り組んでいます。また、古材を再活用
するための貯蔵庫も整備し、責任ある資材選びと持続可能な建築を実現しています。
■近くの山の木で家をつくる運動「⼤⿊柱伐採ツアー」
毎年秋、香川県産ひのきを使った家づくりをテーマに「大黒柱伐採ツアー」を開催しています。 家を建てるご家族や
見学者が参加し、自らの家の大黒柱となる樹齢80年ほどの桧の伐採を見学。美しい森で育った木に触れることで、家
づくりと地域の自然、関わる林業家や設計士とのつながりを実感できる貴重な機会となっています。
■社会貢献の森「菅組感謝の森」
綾川町の樫原国有林で間伐を毎年実施。社員のボランティアメンバーが主体となり、林業家の指導を受けながら活
動。社員の環境意識を高めながら、健全な機能を持つ持続可能な森づくりを進めています。
■ふるさとの木を植える「鎮守の森プロジェクト」
ふるさとの木である潜在自然植生の樹種（シイ、タブ、カシ等）を植えることで、身近な森を作る活動を展開。100
周年記念事業として本社敷地等に5,300本を植樹したほか、家を建てた施主に3本の苗木を贈る「三本木鎮守」を実
施。これまでに12,304本の苗木を植えてきました。小さなビオトープを広げることで、地域全体の生態系ネットワー
ク形成を目指しています。
■生物多様性を育むビオガーデン
宿泊施設「讃岐緑想」の庭に、地域在来種を中心とした約720本の植栽を実施。この取り組みは2020年にJHEP認証
（AAAランク）を取得し、地域生態系を豊かにする一助となっております。
■絶滅危惧種保護池
ニッポンバラタナゴやカワバタモロコは日本固有の淡水魚で、香川県内では小規模のため池を生息地としています
が、水質悪化や外来種のアメリカザリガニやブルーギルなどの捕食圧により危機的状況にあります。絶滅の恐れがあ
るニッポンバラタナゴやカワバタモロコの再生産サイクルを確立するために香川淡水魚研究会と協同で保護池を整備
し、定期調査に協力しています。

自然環境を守り、生物多様性を育むことを目指し、従業員の環境意識を高めながら地域社会との交流を図る。
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